
泉
北
教
組
は
、
２
月
６
日

に
忠
岡
町
教
委
と
、
年
度
末

人
事
異
動
と
支
援
学
級
に
関

す
る
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

人
事
交
渉
の
ま
と
め
と
支

援
学
級
交
渉
の
確
認
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
で
、
和
泉
市
・
高
石

市
・
忠
岡
町
と
の
人
事
交
渉

が
終
了
し
ま
し
た
。

教
え
込
み
で
は
な
く
、
子

ど
も
ど
う
し
の
学
び
合
い
が

大
事
で
す
。
そ
れ
を
協
同
学

習
と
言
っ
て
い
ま
す
。
協
同

学
習
を
や
る
と
子
ど
も
た
ち

は
生
き
生
き
し
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
図
書
館
で
英
語
の

授
業
を
や
る
と
、
子
ど
も
た

ち
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
調

べ
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
で
旅
行

計
画
を
作
ら
せ
る
と
り
く
み

で
は
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が
、

読
ん
で
、
書
い
て
、
話
し
て
、

と
全
部
使
っ
て
学
習
し
ま
す
。

そ
う
い
う
学
習
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
も
安

定
し
て
く
る
し
、
学
力
も
伸

び
ま
す
。

統
計
を
見
て
も
、
一
斉
講

義
型
よ
り
、
協
同
学
習
を
取

り
入
れ
た
学
習
を
す
す
め
る

ほ
う
が
、
英
語
が
好
き
と
い

う
子
ど
も
の
割
合
が
増
え
て

い
ま
す
。
特
に
、
成
績
の
下

位
の
子
の
「
英
語
が
好
き
」

と
い
う
割
合
が
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。
中
間
の
成
績
の
子

や
上
位
の
子
も
全
部
伸
び
て

く
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
小
学
校
英
語
は
格
差

の
早
期
化
を
招
く
も
の
で
す

が
、
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
こ

う
い
う
学
び
合
い
の
ス
タ
イ

ル
を
ぜ
ひ
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
協
同
学
習
で
は
、
得

意
な
子
が
苦
手
な
子
に
教
え

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
答
え
は
教

え
ず
に
、
ヒ
ン
ト
を
出
す
の

で
す
。
相
手
の
子
が
落
ち
込

ん
だ
と
き
も
励
ま
し
て
く
れ

ま
す
。

こ
う
い
う
協
同
学
習
を
取

り
入
れ
た
あ
る
学
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
同
士
の
学
び
合

い
を
徹
底
的
に
追
求
し
て
、

学
力
も
伸
び
、
問
題
行
動
も

ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

協
同
学
習
で
は
、
格
差
が

減
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
仲
間

と
助
け
合
っ
て
、
み
ん
な
が

伸
び
る
、
そ
う
い
う
教
育
を

い
っ
し
ょ
に
め
ざ
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
（
お
わ
り
）

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
・

英
語
教
育

江
利
川

春
雄
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「戦争法」を廃止させよう。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。

忠岡町教委人事交渉のまとめ（2019.2.6）

〇教職員人事については、忠岡町人事基本方針に基づき行う。本人の希望について

は、一定考慮していく。

〇「異動対象者」については、例年どおり、新任６年、その他は10年を基本にして

いる。

〇欠員補充については、大変厳しい状況だが、引き続き定数配置に向け努力する。

〇「異動対象者」適応除外については、以下の通りと認識している。

・生後１年未満の子女を育児中のもの。

・休職中及び長期病欠中のもの。

・妊娠中及び、産休中のもの及び高齢者のもの。

尚、高齢者については、今年度末で年齢が58歳以上のものである。

〇再任用者の人事異動については、本人の合意に基づいて行うよう努力する。

〇内示日は例年どおり３月下旬である。内示後の交渉については申し入れがあれば

行う。

忠岡町支援学級からの要望についての主な確認
(2019.2.6)

〇東忠岡小学校の現1年生が、３年生になったとき、１クラス４４人の２クラスにな

るかもしれない、という状況にあることは認識している。

〇介助員の増員については、現段階では困難である。支援学級に必要な人員の確保

については、支援学級の増学級を府に要望していくことで対応したい。

子
ど
も
ど
う
し
の

協
同
的
な
学
び
合

い
を
大
切
に

１１回にわたり連載してきた

「無理難題の小学校英語 でも

どうする」を今号で終了します。

連載内容は、2018年3月24日に

開催された大阪教育文化センター

第28回共同研究集会での、江利

川春雄さんの講演でした。全文

は、「おおさかの子どもと教育」

92号（大阪教育文化センター発

行）に掲載されています。購入

を希望される方は泉北教組まで

連絡ください。


